
公益性の高い地域事業活動の
これからのあり方・進め方

―岩手県陸前高田市の事例ー

陸前高田市まちづくり戦略アドバイザー 伊藤雅人



自己紹介

伊藤 雅人（いとう まさと）／39歳

■ 一般社団法人マルゴト陸前高田 代表理事
■ 一般社団法人トナリノ 理事
■ 東北株式会社 顧問
■ 岩手県eスポーツ連合 常務理事
■ 三陸花火競技大会実行委員会 副委員長
■ 陸前高田市まちづくり戦略アドバイザー など

■ 岩手県陸前高田市出身。

東日本大震災前は地元で介護福祉士をしていたが、

震災により職場が流されてしまう。
その後、災害ボランティアセンターの運営、子ども支援などを実施。

役職

■ ２０１４年、まるごとりくぜんたかた協議会

（現 一般社団法人マルゴト陸前高田）を発足。

交流人口拡大を通し、同市が掲げるノーマライゼーションという
言葉のいらないまちを創るため、花火大会やパラスポーツ、

eスポーツイベント、企業研修、修学旅行の受入などを行っている。



活動紹介
一社）マルゴト陸前高田

一社）トナリノ

陸前高田市まちづくり戦略アドバイザー

地域の「相棒」としてあらゆる困りごとを受け止め、解決に向け伴走する事業を行っ
ています。岩手県陸前高田市を含む４市２町で活動しており、地域の情報発信やHP
作成、パンフレットのデザイン、特産品の商品開発/販売等、多様な活動を行っていま
す。

関東、関西方面からの修学旅行を民泊で受け入れ、命の大切さ、自然の大切さを
人の優しさから学んで頂いている。企業研修については、復興というビジョンを基
に、行政、民間、市民がどのように連携し、成功、失敗してきたのかを通してチーム
ビルディングなどを学んで頂いている。

パラスポーツの体験会や勉強会開催、eスポーツを通しての性別、障がい、垣根を超

えた交流イベントを通し、SDGｓを学ぶ、知る機会(eSDGs)を提供している。また、

市内中学校で、eスポーツを活用したプログラミング教育や、高齢者の認知症予防お

茶会を開催している。



事業事例

東日本大震災という悲しいイメージの東北ではなく、
「楽しい」「わくわくする」東北を世界に発信する！



ご静聴、ありがとうございました！

10/9 三陸花火競技大会開催
ライブ配信も実施予定ですので、お楽しみに！！


